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書
評

高
倉
浩
樹 

著

『
極
北
の
牧
畜
民
サ
ハ
―
―
進
化
と
ミ
ク
ロ

適
応
を
め
ぐ
る
シ
ベ
リ
ア
民
族
誌
』

（
昭
和
堂
、
二
〇
一
二
年
）

池
谷
和
信
（
国
立
民
族
学
博
物
館
教
授
）

は
じ
め
に

こ
れ
ま
で
、
ソ
連
社
会
主
義
の
崩
壊
す
る
一
九
九
〇
年
代
初
頭
以

降
、
ロ
シ
ア
国
内
に
暮
ら
す
ネ
ネ
ツ
、
エ
ヴ
ェ
ン
、
チ
ュ
ク
チ
、
コ

リ
ヤ
ー
ク
、
ナ
ー
ナ
イ
、
ニ
ブ
フ
、
ウ
イ
ル
タ
な
ど
の
マ
イ
ノ
リ

テ
ィ
ー
の
社
会
経
済
変
化
に
関
す
る
研
究
が
国
の
内
外
で
蓄
積
さ
れ

て
き
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
同
じ
民
族
内
に

お
い
て
も
崩
壊
後
に
生
ま
れ
た
農
業
経
営
体
の
種
類
や
、
家
畜
の
個

人
所
有
の
あ
り
方
な
ど
の
社
会
主
義
時
代
の
経
験
の
違
い
に
応
じ
て

社
会
経
済
変
化
の
内
容
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
に

さ
れ
て
き
た
（Y

oshida 2001 ; 

池
谷 

二
〇
〇
七
ほ
か
多
数
）。
本
書

で
は
、
こ
れ
ら
の
問
題
枠
組
み
の
な
か
で
あ
ま
り
注
目
さ
れ
て
こ
な

か
っ
た
サ
ハ
人
を
対
象
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
彼
ら
は
、
マ
イ
ノ
リ

テ
ィ
ー
の
な
か
で
は
人
口
が
多
く（
サ
ハ
共
和
国
の
面
積
は
三
一
〇
万

平
方
キ
ロ
で
人
口
は
約
九
五
万
人
、
こ
の
う
ち
サ
ハ
人
は
約
四
五
万

人
、
四
四
頁
・
本
書
の
頁
数
を
示
す
）、
一
九
九
〇
年
以
降
に
お
け
る

社
会
主
義
崩
壊
後
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
市
場
経
済
化
な
ど
に
対
応

し
て
き
た
の
か
が
本
書
の
課
題
で
あ
る
。

し
か
し
、
本
書
は
、
こ
の
課
題
の
追
求
の
み
に
と
ど
ま
ら
な
い
。

副
題
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
進
化
と
適
応
の
概
念
を
用
い
て
、
サ
ハ

人
の
生
業
活
動
を
中
心
と
す
る
民
族
誌
的
な
資
料
を
人
類
文
化
史
の

な
か
に
位
置
づ
け
る
こ
と
を
構
想
す
る
。
こ
れ
ま
で
、「
極
北
の

民
」
と
い
え
ば
、
北
米
の
狩
猟
採
集
民
イ
ヌ
イ
ッ
ト
（
エ
ス
キ

モ
ー
）
や
シ
ベ
リ
ア
の
ネ
ネ
ツ
や
北
欧
の
サ
ミ
の
よ
う
な
ト
ナ
カ
イ

牧
畜
民
が
、
よ
く
知
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
本
書
で
は
、
も
う
ひ

と
つ
の
極
北
環
境
へ
の
適
応
形
態
と
し
て
牛
馬
飼
育
と
い
う
生
業
活

動
に
注
目
し
て
い
る
点
が
、
本
書
の
最
大
の
特
徴
に
な
っ
て
い
る
。

本
書
の
内
容

本
書
は
、
全
体
が
一
〇
章
か
ら
構
成
さ
れ
、
巻
末
に
は
英
語
と
ロ

シ
ア
語
に
よ
る
目
次
と
要
約
が
付
記
さ
れ
て
い
て
本
書
の
要
点
を
知

る
に
は
便
利
で
あ
る
。
ま
ず
第
一
章
で
は
、
本
書
の
目
的
、
方
法
、

分
析
に
使
う
基
本
概
念
が
整
理
さ
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
牛
馬
飼
育
民

サ
ハ
人
の
民
族
誌
を
「
極
北
牧
畜
」
や
「
極
北
適
応
」
の
な
か
の
一

つ
と
し
て
位
置
づ
け
、
生
業
複
合
、
生
業
体
系
を
と
お
し
て
み
た
適

応
に
焦
点
を
当
て
る
と
す
る
（
三
頁
）。
同
時
に
、
マ
ク
ロ
適
応
と

ミ
ク
ロ
適
応
と
い
う
二
つ
の
基
本
概
念
を
紹
介
し
て
、
本
書
は
き
わ

め
て
短
い
時
間
（
ポ
ス
ト
社
会
主
義
時
代
）
に
み
ら
れ
る
ミ
ク
ロ
適

応
を
問
題
に
す
る
と
言
及
す
る
（
一
五
頁
）。

第
二
章
で
は
、
対
象
地
域
の
レ
ナ
川
中
流
域
に
お
け
る
自
然
生
態

と
民
族
文
化
史
の
概
観
が
紹
介
さ
れ
る
。
サ
ハ
人
が
暮
ら
す
ヤ
ク
ー

チ
ア
は
、
夏
は
高
温
で
冬
は
極
度
の
低
温
に
な
る
北
極
圏
・
亜
寒
帯

地
域
に
位
置
す
る
。
ま
た
、
こ
の
地
域
は
、
レ
ナ
川
流
域
の
河
岸
段

丘
を
除
け
ば
カ
ラ
マ
ツ
を
中
心
と
す
る
落
葉
樹
林
に
お
お
わ
れ
て
お

り
、
部
分
的
に
は
ア
ラ
ー
ス
と
呼
ば
れ
る
円
形
の
草
原
が
多
数
点
在

し
て
い
る
。
土
壌
は
、
永
久
凍
土
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
古
く
は
サ
ハ

人
が
バ
イ
カ
ル
湖
周
辺
で
五
畜
に
よ
る
牧
畜
と
農
耕
か
ら
な
る
生
業

に
従
事
し
て
い
た
と
い
う
（
三
四
頁
）。
そ
の
後
、
帝
政
ロ
シ
ア
の

時
代
、
社
会
主
義
時
代
そ
し
て
現
在
と
い
う
よ
う
に
対
象
地
域
の
歴

史
の
概
略
が
示
さ
れ
る
。
そ
し
て
第
三
章
は
、
近
代
化
以
前
に
お
け

る
サ
ハ
の
伝
統
的
な
生
活
風
景
、
社
会
主
義
時
代
の
農
業
集
団
化
、

ポ
ス
ト
社
会
主
義
の
変
遷
を
ふ
ま
え
て
サ
ハ
人
の
父
親
像
の
変
化
に

言
及
す
る
。

第
四
章
か
ら
第
八
章
ま
で
は
、
農
村
に
暮
ら
す
現
代
の
サ
ハ
人
の

生
業
複
合
の
な
か
で
個
々
の
生
業
活
動
を
と
り
あ
げ
て
、
そ
れ
ぞ
れ

を
よ
り
具
体
的
に
記
述
す
る
。
第
四
章
で
は
、
凍
結
水
面
下
で
の
秋

の
漁
業
の
実
際
や
生
業
暦
の
な
か
で
の
漁
業
の
位
置
づ
け
、
そ
し
て

冬
季
に
困
難
で
あ
る
飲
料
水
採
集
活
動
の
実
際
が
紹
介
さ
れ
る
。
両

者
と
も
、
極
北
へ
の
生
業
適
応
の
特
徴
を
よ
く
示
し
て
い
る
。

第
五
章
は
、
ポ
ス
ト
社
会
主
義
時
代
の
新
し
い
農
業
政
策
を
概
観

し
た
あ
と
に
、
こ
れ
ま
で
と
は
異
な
り
タ
バ
ガ
村
（
人
口
一
一
八
八

人
）
に
焦
点
を
当
て
て
、
そ
こ
で
の
生
業
活
動
の
複
合
状
態
を
報
告

す
る
。
こ
こ
で
は
、
ソ
ビ
エ
ト
時
代
に
八
つ
の
国
営
農
場
が
あ
っ
た

が
、
現
在
、
集
団
経
営
型
と
フ
ァ
ー
マ
ー
経
営
型
（
農
民
経
営
体
）

の
二
つ
に
分
裂
し
た
と
い
う
（
一
〇
一
頁
）。
そ
れ
ぞ
れ
、
二
二
の

企
業
体
に
一
七
〇
〇
人
、
三
八
八
に
二
四
〇
〇
人
が
働
い
て
い
る
と

い
う
。
住
民
は
、
ほ
と
ん
ど
こ
れ
ら
で
働
い
て
い
る
が
、
敷
地
内
の

畑
や
家
畜
小
屋
の
牛
飼
育
な
ど
の
個
人
副
業
経
営
に
も
従
事
し
て
い

る
。
本
章
で
は
、「
副
業
」（
筆
者
に
よ
る
括
弧
）
の
な
か
で
冬
季
の

舎
飼
い
の
牛
の
餌
と
し
て
お
こ
な
う
草
刈
り
、
漁
撈
、
ベ
リ
ー
採

集
、
狩
猟
な
ど
の
概
観
が
述
べ
ら
れ
る
。

そ
し
て
、
第
六
章
か
ら
第
八
章
に
い
た
る
部
分
が
、
約
一
〇
〇
頁

以
上
割
か
れ
て
い
て
、
本
書
の
な
か
で
最
も
実
証
的
な
デ
ー
タ
で
裏

付
け
ら
れ
た
中
心
部
を
占
め
る
。
第
六
章
で
は
、
対
象
地
の
自
然
資

源
利
用
の
な
か
で
中
心
を
占
め
る
ア
ラ
ー
ス
で
の
草
利
用
が
述
べ
ら

れ
る
。
こ
こ
で
は
、
草
刈
り
の
歴
史
的
変
遷
を
概
観
し
た
あ
と
に
、

地
名
を
中
心
と
し
た
空
間
認
識
や
土
地
利
用
の
観
点
か
ら
秋
の
採
草

地
の
利
用
の
詳
細
が
紹
介
さ
れ
る
。
第
七
章
と
第
八
章
は
、
サ
ハ
人

に
と
っ
て
も
っ
と
も
伝
統
的
な
生
業
で
あ
る
馬
飼
育
活
動
に
焦
点
を

当
て
て
、
前
者
で
は
そ
の
管
理
技
術
や
生
殖
管
理
に
つ
い
て
、
後
者

で
は
農
村
内
に
と
ど
ま
ら
ず
都
市
住
民
に
も
広
が
る
馬
飼
育
を
め
ぐ
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る
委
託
慣
行
に
つ
い
て
詳
述
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
第
九
章
で
は
、
牛

馬
飼
育
を
中
心
に
す
え
た
サ
ハ
農
民
に
よ
る
牧
畜
生
産
か
ら
み
た
市

場
経
済
適
応
の
全
体
が
ま
と
め
ら
れ
る
。

以
上
の
よ
う
な
、
本
書
の
各
章
は
、
筆
者
に
よ
る
既
存
の
論
文
を

主
に
組
み
合
わ
せ
て
つ
く
る
こ
と
で
、
サ
ハ
共
和
国
内
の
サ
ハ
人
を

対
象
に
し
て
、
家
畜
飼
育
を
中
心
と
し
た
現
在
の
生
計
活
動
の
実
際

に
焦
点
を
当
て
た
も
の
で
あ
る
。
以
下
、
評
者
は
、
三
つ
の
点
か
ら

本
書
の
内
容
に
対
し
て
コ
メ
ン
ト
を
す
る
。

本
書
へ
の
コ
メ
ン
ト

第
一
は
、
本
書
の
内
容
の
構
成
に
関
す
る
点
で
あ
る
。
英
文
の
要

約
に
あ
る
よ
う
に
、「
本
書
は
サ
ハ
人
に
関
す
る
日
本
人
に
よ
る
最

初
の
モ
ノ
グ
ラ
フ
」
で
あ
り
、
冒
頭
で
述
べ
た
よ
う
に
こ
れ
ま
で
の

マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
の
研
究
の
な
か
で
サ
ハ
人
が
含
ま
れ
て
い
な
か
っ

た
点
は
よ
く
理
解
で
き
る
。
こ
れ
は
、
本
書
の
最
大
の
売
り
と
い
っ

て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
本
書
の
特
徴
や
独
創
的
な
点
を
読
者

が
ど
こ
ま
で
理
解
で
き
た
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
サ
ハ
人
を
対
象

に
し
た
内
外
の
研
究
史
が
書
か
れ
て
い
な
い
こ
と
が
原
因
で
あ
ろ

う
。
評
者
の
私
見
に
よ
る
と
、
文
献
資
料
を
中
心
と
し
た
斉
藤
の
一

連
の
研
究
（
斉
藤
一
九
九
五
）、
サ
ハ
人
の
儀
礼
の
復
興
を
テ
ー
マ

に
し
た
山
田
の
研
究
（
山
田
一
九
九
八
）
な
ど
の
先
行
研
究
は
よ
く

知
ら
れ
て
い
る
。
本
書
で
も
頻
繁
に
引
用
さ
れ
て
い
る
ク
レ
イ
ト
の

サ
ハ
人
の
村
で
の
雌
牛
生
産
と
乳
や
肉
を
め
ぐ
る
分
配
シ
ス
テ
ム
の

研
究
（Crate 2006

）
な
ど
も
序
論
の
研
究
史
に
ま
と
め
る
べ
き
で

あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
、
馬
飼
育
と
牛

の
餌
と
な
る
採
草
地
利
用
を
中
心
と
し
た
本
書
の
特
徴
や
独
創
的
な

点
を
読
者
に
よ
り
誤
解
な
く
伝
え
る
こ
と
が
で
き
た
で
あ
ろ
う
。

そ
の
上
、
各
章
の
調
査
地
が
サ
ハ
共
和
国
の
な
か
で
あ
ち
こ
ち
に

み
ら
れ
る
の
で
（
二
五
頁
の
地
図
参
照
）、
生
業
複
合
の
実
際
や
ポ

ス
ト
社
会
主
義
時
代
の
適
応
に
関
す
る
議
論
が
荒
い
と
い
う
印
象
を

ぬ
ぐ
え
な
い
。
筆
者
が
最
も
詳
し
い
村
で
あ
る
タ
バ
ガ
村
の
事
例

（
例
：
第
五
章
）
を
中
心
に
据
え
て
論
を
組
み
立
て
た
方
が
よ
か
っ

た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
は
た
し
て
タ
バ
カ
村
の
生
業

複
合
の
実
際
を
考
え
る
際
に
、
村
の
な
か
で
の
世
帯
別
の
違
い
は
な

い
だ
ろ
う
か
、
漁
撈
で
は
カ
ム
ガ
ッ
タ
村
や
ニ
ュ
ン
グ
村
の
事
例

（
第
四
章
）
を
、
馬
飼
育
で
は
サ
ク
リ
ー
ル
村
（
第
七
章
、
一
五
〇

頁
）
の
事
例
を
ど
の
く
ら
い
参
照
し
て
よ
い
も
の
か
、
本
書
内
で
の

撮
影
地
の
異
な
る
各
地
の
写
真
を
み
て
い
て
も
感
じ
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
こ
の
点
が
、
本
書
の
な
か
で
サ
ハ
人
の
歴
史
概
観
や
ロ
シ
ア
の

農
業
政
策
史
が
重
複
し
て
記
述
さ
れ
る
こ
と
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る

の
で
あ
ろ
う
。

第
二
は
、
本
書
の
タ
イ
ト
ル
に
あ
る
「
牧
畜
民
サ
ハ
」
と
、
本
書

の
中
心
的
な
対
象
で
あ
る
「
サ
ハ
人
の
村
」
の
実
像
と
の
大
き
な
違

い
で
あ
る
。
読
者
が
、
ど
こ
ま
で
そ
の
違
い
と
共
通
性
を
理
解
で
き

た
の
か
疑
問
で
あ
る
。
本
書
で
も
引
用
さ
れ
て
い
る
東
ア
フ
リ
カ

（
ケ
ニ
ア
）
に
加
え
て
シ
ベ
リ
ア
（
チ
ュ
ク
チ
）
の
地
域
を
訪
問
し

た
評
者
の
私
見
に
よ
れ
ば
、
東
ア
フ
リ
カ
の
牧
畜
民
と
サ
ハ
の
人
々

で
は
あ
ま
り
に
も
実
像
が
異
な
っ
て
い
る
。
社
会
主
義
的
近
代
化
を

経
た
サ
ハ
の
農
村
は
、
東
ア
フ
リ
カ
（
例
、
マ
サ
イ
）
の
村
よ
り
も

北
海
道
や
本
州
の
酪
農
村
な
ど
の
景
観
や
社
会
経
済
生
活
に
近
い
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
た
だ
し
、
上
述
し
た
サ
ハ
人
の
村
の
集
団
経

営
型
の
方
は
日
本
で
は
な
じ
み
が
な
く
理
解
が
難
し
い
で
あ
ろ
う
。

本
書
で
は
、
サ
ハ
人
の
村
の
な
か
で
馬
飼
育
に
関
す
る
牧
畜
文
化
の

詳
細
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
し
か
も
子
馬
肉
の
商
品
化
の
時
期
が
新

し
い
な
ど
の
歴
史
的
分
析
は
と
て
も
興
味
深
い
内
容
を
示
し
て
い
る

（
二
五
七
頁
）。
し
か
し
、
本
来
な
ら
ば
、
サ
ハ
人
の
家
畜
飼
育
以
外

の
農
村
の
社
会
経
済
生
活
を
十
分
に
紹
介
し
て
、
馬
飼
育
の
位
置
づ

け
を
よ
り
明
確
に
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
ろ
う
。
馬
牧
夫
の
仕
事
、

馬
群
の
管
理
技
術
、
委
託
関
係
な
ど
の
貴
重
な
資
料
の
提
示
は
十
分

に
評
価
で
き
る
が
、
こ
れ
ら
資
料
の
地
域
社
会
の
な
か
で
の
位
置
づ

け
を
よ
り
詳
細
に
行
う
作
業
が
必
要
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

本
書
か
ら
、
個
々
人
が
中
心
と
な
る
仕
事
に
従
事
し
て
、「
副

業
」
と
し
て
狩
猟
、
採
集
、
漁
撈
、
牛
飼
育
、（
農
耕
）
を
組
み
合

わ
せ
て
い
る
こ
と
は
理
解
で
き
る
。
こ
れ
ら
は
、
評
者
が
研
究
し
て

き
た
現
代
日
本
の
山
村
の
生
業
複
合
の
あ
り
よ
う
と
類
似
し
て
お

り
、
十
分
に
産
業
化
し
た
国
の
村
落
生
活
の
特
徴
を
よ
く
示
し
て
い

る
。
こ
の
点
か
ら
、
定
住
化
や
集
団
化
な
ど
の
近
代
化
の
枠
組
を
す

え
て
南
と
極
北
の
牧
畜
民
の
変
容
の
比
較
研
究
を
提
案
す
る
筆
者
の

提
示
（
一
九
頁
）
に
、
評
者
は
同
意
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
も
、

国
家
の
影
響
を
長
年
に
わ
た
っ
て
い
た
サ
ハ
牧
畜
民
と
い
う
捉
え
方

は
、
ま
さ
に
本
研
究
の
意
図
と
し
て
は
よ
く
理
解
で
き
る
。
た
だ
、

そ
の
た
め
に
は
、
サ
ハ
牧
畜
民
の
歴
史
的
変
遷
を
正
面
に
据
え
た
広

義
の
歴
史
学
的
研
究
を
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
な
お
、

こ
の
点
は
、
南
ア
フ
リ
カ
共
和
国
の
な
か
で
、
近
代
化
の
歴
史
の
長

い
牛
牧
畜
民
コ
イ
コ
イ
に
対
し
て
は
、
人
類
学
的
な
研
究
よ
り
も
歴

史
学
者
エ
ル
フ
ィ
ク
の
研
究
な
ど
が
よ
り
大
き
な
成
果
を
出
し
て
い

る
こ
と
な
ど
も
参
考
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
（Elphick 1977

）。

評
者
は
、
本
書
の
な
か
で
「
馬
の
民
」
で
あ
っ
た
サ
ハ
人
が
帝
政

期
に
牛
中
心
の
牧
畜
に
変
化
し
た
点
、
一
八
世
紀
に
農
業
も
行
う
よ

う
に
な
っ
た
点
、
本
書
で
は
ふ
れ
て
い
な
い
が
そ
の
後
の
農
業
の
変

遷
（
小
麦
、
大
麦
、
オ
ー
ト
麦
の
栽
培
な
ど
）
が
、
生
業
の
変
化
を

考
え
る
う
え
で
見
逃
せ
な
い
と
み
て
い
る
。
な
か
で
も
、（
Ⅰ
）
牛

馬
牧
畜
型
、（
Ⅱ
）
ト
ナ
カ
イ
・
牛
馬
牧
畜
型
、（
Ⅲ
）
牛
飼
育
・
農

業
型
に
サ
ハ
人
の
三
つ
の
家
畜
飼
育
形
態
の
地
域
差
が
論
じ
ら
れ
る

こ
と
も
あ
り
（
斉
藤 

一
九
九
五
：
一
四
三
）、
最
後
の
タ
イ
プ
が
気

に
な
る
所
で
あ
る
。

本
書
で
は
、
サ
ハ
人
を
馬
の
民
（
四
一
頁
）、
狩
猟
牧
畜
民
（
二

一
二
頁
、
二
一
三
頁
、
二
五
一
頁
）、
牧
畜
民
、
牛
馬
飼
育
民
（
二

頁
）、
少
数
民
族
（
一
九
頁
）
な
ど
と
呼
ん
で
い
る
が
、
こ
れ
ら
の

違
い
の
背
景
に
は
生
業
や
地
域
政
治
の
変
化
が
関
与
し
て
い
る
の
で

は
な
い
か
と
推
察
す
る
。
こ
れ
ら
の
用
語
は
、
も
う
少
し
整
理
が
必
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四
七
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。
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要
で
あ
ろ
う
。

第
三
は
、
本
書
の
進
化
と
ミ
ク
ロ
適
応
に
関
す
る
理
論
的
な
枠
組

み
に
つ
い
て
で
あ
る
。
本
書
は
、
社
会
人
類
学
に
生
態
人
類
学
で
使

用
さ
れ
る
二
つ
の
概
念
を
導
入
し
て
新
た
な
人
類
文
化
の
研
究
を
意

図
す
る
点
で
は
理
解
で
き
る
が
、
社
会
変
容
と
い
う
従
来
の
用
語
を

ミ
ク
ロ
適
応
に
置
き
換
え
る
こ
と
に
は
、
長
所
・
短
所
が
あ
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
ず
、
長
所
は
比
較
研
究
の
枠
組
み
を
提
示
し

て
他
の
地
域
の
研
究
も
関
与
で
き
る
よ
さ
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
、
ポ

ス
ト
社
会
主
義
研
究
は
、
ポ
ス
ト
社
会
主
義
国
を
研
究
し
て
い
な
い

と
参
加
が
難
し
い
と
い
う
閉
鎖
的
な
側
面
が
あ
っ
た
が
、
本
書
の
適

応
と
進
化
の
概
念
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
の
研
究
者
の
衆
知
を
集
め

る
に
は
よ
い
枠
組
み
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
寒
冷
地
の
適
応
と
い
う

テ
ー
マ
は
極
北
だ
け
の
も
の
で
は
な
い
。
ヒ
マ
ラ
ヤ
や
ア
ン
デ
ス
な

ど
の
高
地
へ
の
牧
畜
適
応
が
比
較
の
素
材
に
も
な
る
で
あ
ろ
う
。
な

か
で
も
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
で
は
冬
季
の
家
畜
飼
育
に
採
草
地
の
利
用
が
不

可
欠
で
あ
る
。
そ
の
一
方
で
短
所
は
、
生
態
人
類
学
で
も
批
判
さ
れ

て
い
る
よ
う
に
、
適
応
の
概
念
は
予
定
調
和
を
前
提
と
し
た
用
語
に

も
な
り
か
ね
な
い
こ
と
で
あ
る
。
多
く
の
研
究
は
、
何
の
基
準
も
な

い
ま
ま
に
地
域
住
民
は
環
境
に
適
応
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な

る
。
ま
た
同
時
に
、
本
書
の
惜
し
い
点
は
、
適
応
に
焦
点
を
お
く
あ

ま
り
、
冒
頭
で
述
べ
た
ポ
ス
ト
社
会
主
義
時
代
の
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー

研
究
に
サ
ハ
人
の
牛
馬
飼
育
適
応
の
事
例
が
、
ど
う
い
う
新
た
な
貢

献
を
し
た
の
か
、
あ
る
い
は
し
て
い
な
い
の
か
が
、
本
書
で
詰
め
て

議
論
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。

ま
と
め

本
書
は
、
現
地
調
査
を
中
心
に
据
え
て
牛
馬
飼
育
（「
副
業
」）
に

か
か
わ
る
生
業
活
動
を
中
心
と
す
る
現
在
の
サ
ハ
農
村
の
姿
を
伝
え

る
も
の
で
あ
り
、
ポ
ス
ト
社
会
主
義
諸
国
の
な
か
で
の
家
畜
飼
育
の

あ
り
方
を
紹
介
す
る
豊
か
な
資
料
が
満
載
し
て
い
る
。
こ
の
意
味
で

地
域
研
究
と
し
て
、
今
後
さ
ら
な
る
研
究
の
展
開
が
期
待
で
き
る
で

あ
ろ
う
。
同
時
に
、
評
者
は
、
今
後
、
筆
者
が
本
書
で
論
じ
た
ミ
ク

ロ
適
応
の
み
な
ら
ず
マ
ク
ロ
適
応
の
把
握
を
積
み
重
ね
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
人
類
文
化
史
の
な
か
で
の
「
極
北
の
牧
畜
民
サ
ハ
」
の
特

徴
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
み
て
い
る
。
以
上
の

二
つ
の
方
向
へ
、
筆
者
の
研
究
の
さ
ら
な
る
展
開
を
期
待
し
た
い
。
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献
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リ
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。

⑧
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収
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を
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、
地
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会
、

歴
史
を
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に
把
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す
る
方
法
を
模
索
。

⑨
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学
会
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…
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メ
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人
類
学
会
、
日
本
地
理
学
会
、
日
本
ア
フ
リ

カ
学
会
、
生
き
物
文
化
誌
学
会
、
人
と
動
物
と
の
関
係
学
会
、
日
本
養

豚
学
会
ほ
か
多
数
。

⑩
研
究
上
の
画
期
…
…
一
九
八
七
年
の
ボ
ツ
ワ
ナ
で
の
初
め
て
の
長
期
滞

在
の
経
験
。サ
ン
の
人
々
と
カ
ラ
ハ
リ
砂
漠
を
歩
き
ま
わ
り
、木
に
登
っ

て
一
夜
を
過
ご
し
た
。
ラ
イ
オ
ン
が
近
く
ま
で
や
っ
て
き
た
が
助
か
っ

た
こ
と
で
、
自
然
と
人
と
の
か
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わ
り
の
研
究
は
命
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け
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あ
る
と
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る
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薦
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喜
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二
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古
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フ
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ル
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ワ
ー
ク
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い
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